
 

 

 

 

 

バッタ，ツバメ

葉の上に，バッタのよう虫がいた。

葉を食べていた。

バッタのよう虫が大きくなっていると思う。

ツバメは，生まれた子を育てていると思う。

春のころに，小さなバッタのよう虫がいたから。

春のころに，ツバメは巣の中でたまごを産んだから。

バッタは，春のころよりも大きくなった。トンボやセミなどもいた。

子ツバメは，えだに３羽とまっていた。

気温は，春のころよりも高くなった。

これから先，秋にかけて，気温が下がっていくから，植物は成長が

にぶくなって，動物は数や種類がへると思う。

夏になって，気温が上がると，トンボやセミなど，春のころ

ツバメが土を運んで巣を作っていた。

巣の中でたまごを産んでいた。

夏になって，こん虫や鳥などは，春のころから

どのように変わっているのだろうか。

よりもたくさんの種類のこん虫などが見られ，活発に活動している。

また，ツバメは，子が巣立ち，春のころとくらべて，見られる数が

ふえている。



 

 

 

・２ひきのバッタが草の上にいる。

・春のころよりも，大きい。

７ ７ 午前10時 くもり 27℃

ショウリョウバッタ

野原



 

 

 

・えだに子ツバメが，３羽とまっている。

・親を待っているようだ。

・巣は空になっている。

７ ７ 午前10時 くもり 27℃

ツバメ

川原


